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 研究方法としては、平成 14 年 7 月から翌年１月にかけてフィールドワークを行い、活動への参与




















 「広瀬川の清流を守る会」には毎月第１・第 2の 2つの例会がある。前者は第 2水曜、後者は第 4
水曜に市民センターで行う。


























































































                                                     
1生命bioと場所 toposの合成語で、生物の生息空間のこと。多様な生き物が自然生態系を構築している場（特定
非営利活動法人 日本ビオトープ協会ホームページ）。

































































































































































































































 1994 『仙台市史特別編１ 自然』仙台。































                                                     
1 本論では、鳴子を持って踊ること、曲に民謡を取り入れるという「よさこい祭り」の原則を取り入れた祭りを
「よさこい」形式の祭りと呼ぶ。また、「よさこい」形式の祭りの中には、「ＹＯＳＡＫＯＩ」とローマ字で表
記するもの、「夜さ恋」のように当て字を用いるものもあるが、本論中では、「よさこい」全般に関して「よさ
こい」と平仮名で表記する。ただし、祭りの名前に関しては、その表記に従う。
